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問題２(Ｈ２６)

⑧ さいころ１個と , の数が１つずつ書かれた５枚のカードがある。この５枚のカードを

裏返して , よく混ぜてからカードを１枚ひき , その後に , さいころを１回投げる。このとき , ひいたカードに書
かれた数と , さいころの出た目の数の積が３以上となる確率を求めよ。ただし , どのカードがひかれることも
同様に確からしいものとし , さいころのどの目が出ることも同様に確からしいものとする。

⑧

問題２(Ｈ２７)

⑦ ２つのさいころＡ , Ｂを投げるとき , さいころＡの出た目の数をａ , さいころＢの出た目の数をｂとする。
このとき , 積ａｂが３の倍数となる確率を求めよ。ただし , さいころはどの目が出ることも同様に確からしい
ものとする。

⑦

問題２(Ｈ２８)

⑦

⑦

問題２(Ｈ２９)

⑦

⑦

問題２(Ｈ３０)

⑦

⑦

H26 H27 H28 H29 H30
－ 確率

⑦

確率 －
⑧

１

２
, ２

３
, ３

４
, ４

５
, ５

６



公立高等学校 入試問題 ２番（平成２６年度～平成３０年度）【確率編】 四万十市教育研究所

問題２(Ｈ２６)

⑧ さいころ１個と , の数が１つずつ書かれた５枚のカードがある。この５枚のカードを

裏返して , よく混ぜてからカードを１枚ひき , その後に , さいころを１回投げる。このとき , ひいたカードに書
かれた数と , さいころの出た目の数の積が３以上となる確率を求めよ。ただし , どのカードがひかれることも
同様に確からしいものとし , さいころのどの目が出ることも同様に確からしいものとする。

⑧

問題２(Ｈ２７)

⑦ ２つのさいころＡ , Ｂを投げるとき , さいころＡの出た目の数をａ , さいころＢの出た目の数をｂとする。
このとき , 積ａｂが３の倍数となる確率を求めよ。ただし , さいころはどの目が出ることも同様に確からしい
ものとする。
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